
臨床研究に関する情報および臨床研究に対するご協力のお願い 

1. [研究課題名] 疫学調査「口腔がん登録」（本学倫理委員会承認番号：5698） 

[研究の概要] 東京女子医科大学八千代医療センター歯科口腔外科では、公益社団法人日

本口腔外科学会および一般社団法人 日本口腔腫瘍学会と協力して、口腔がんの疫学調

査を行っています。 

人口の高齢化に伴い口腔がんの罹患患者さんは増加しているといわれていますが、正

確なテータは存在していません。口腔がんは希少がんのひとつであり、その治療成績の向

上のためには多くの施設からの疫学的データを集計する必要があります。通常の診療

に必要な医療情報、検査や治療に関する内容を集計し調査しますので新たな診察や検

査を必要としません。 

 

2. [研究課題名] 骨吸収抑制薬関連顎骨壊死症例の QOL 評価（本学倫理委員会承認番

号：2023-0053） 

[研究の概要] 骨吸収抑制薬関連顎骨壊死症例の治療法として手術が推奨されていま

す。手術療法の中には顎切除を伴い術後の容姿や機能に影響を及ぼすことがあります。

また、手術適応が無かったり、患者さん本人やご家族の意思で手術を受けないことを選

択された方には保存療法が選択されます。いずれの場合も、生活の質と満足度（Quality 

of Life: 以下ＱＯＬ）について評価されたことはありません。この研究では、同意して

いただいた患者さんからＱＯＬに関するアンケートをご提供いただき、その結果を分

析することで、手術を受けられた方あるいは手術を受けないことを選択された方のＱ 

ＯＬを明らかにして、ARONJ の診断や治療法あるいは予後の向上に役立てることを目

的としています。 

 

3. [研究課題名] 上顎正中過剰歯と先天性欠損歯の関係における調査（本学倫理委員会

承認番号：2025-0027） 

[研究の概要]   過剰歯は、歯胚が過剰に形成され歯数異常をきたす疾患で上顎前歯部

に多く発現します。先天性欠損歯は歯胚が欠損し歯が形成されない歯数異常を来す疾患

です。両者とも歯の数の異常を示す先天性疾患で小児口腔外科臨床では遭遇する機会の

多い疾患です。過剰歯と欠損歯ともに原因ははっきりしていません。また、過剰歯と欠

損歯の双方を認める症例に遭遇しますが、その関係を調査した報告はありません。 

そこで、今回われわれは当科における過去6年間の上顎正中過剰歯症例を対象に先天性

欠損歯との関係を調査し、今後の小児歯科口腔外科臨床に役立てることを目的としてい

ます。 

 

 

 

 

 

 



[研究での診療情報等の取扱い] 

本学倫理委員会の承認を受けた研究計画書に従い、お預かりした診療情報等には匿名化処

理を行い、患者様を直接特定できる個人情報を削除したうえで集計された情報等を利用し

ます。 

この研究においてご自分の診療記録等の利用にご了解いただけない場合、またご不明な点

については下記の問い合わせ担当者までお申し出ください。その場合でも患者さんに不利

益が生じることはありません。 

 

 

[研究内容の問い合わせ担当者] 

東京女子医科大学八千代医療センター 歯科口腔外科 片岡利之

電話：047-450-6000（応対可能時間：平日 9 時～16 時） 

ファックス：047-458-7047 

E メール：kataoka.toshiyuki@twmu.ac.jp 

mailto:kataoka.toshiyuki@twmu.ac.jp

